
本 日 第１９４６回 ２０１０年１２月１０日(金) No.１８３８
本日のプログラム Today's Program

点 鐘 卓話者：森 和実君、松原 樹君、伊豆原浩二君。

ロータリーソング「我等の生業」 演 題：「地区大会に参加報告」

前 回 第１９４５回 ２０１０年１２月３日(金) 記 録

○斉 唄：「君が代」・「奉仕の理想」

○ゲスト：交換留学生 ｼﾞｮﾙﾀﾞﾝ・ﾗｲｸ・ﾚｸﾌﾞ君

米山記念奨学生 宋 薇さん。

○出席者：会員28名中24名 出席率85.71％

前々回補正出席率は11月19日100％

会長あいさつ 山田 直樹

先回の例会では、舟橋龍秀君がメイクアップで受

け取ってきてくれましたバナーを紹介しましたが、新

しいバナーが増えていくのは、新しい友人が出来るよ

うな気がして、大変うれしくなってきます。今回のバ

ナーは福岡東南RCのもので、ちょうど当クラブと同じ

40年の歴史を誇り、40周年を記念して従来のバナーか

ら新しく今回変更されたものを、受け取ってきて下さ

いました。博多山笠のイラストから、力強さと団結、

そして一度結ぶとなかなか緩まないということで絆を

表現しているとお聞きしました。当クラブのバナーの

由来についても一度皆さんに紹介したいと思っていま

す。来週12月９日には、３回目の自転車盗難キャンペ

ーンを名鉄三郷駅で行います。まだ参加されていない

メンバーは是非一度参加してみてください。今度はス

ピーカーを持って市民の皆さんにこのキャンペーンの

趣旨を広く理解してもらい、そのうえで盗難防止グッ

ズを受け取ってもらおうと思います。ご協力をよろし

くお願いいたします。

おめでとう
・結婚記念日

１２月 ４日 加藤 勇夫君 （金婚式）

１２月 ５日 舟橋 龍秀君

・誕生日祝福
１２月１０日 山田 直樹君夫人 昌子様

１２月１６日 大嶋一二三君夫人 紀代子様

１２月１７日 丹羽 敏行君 （古希祝）

１２月２２日 唐井 仁一君夫人 恵美子様

１２月２５日 加藤 勇夫君夫人 愛子様

１２月２５日 桜井 雅博君夫人 郁子様

△今月の祝福の方々です。

幹事報告
・12/1 尾張旭市市制40周年記念式典 於文化会館

山田会長出席。

・本日の会合：第９回理事役員会

・次回の会合：第4回会員増強拡大委員会

・例会変更のお知らせ：別紙。

ニコボックス
○金婚式を祝っていただき。 加藤 勇夫君

○結婚記念日を祝っていただき。 加藤 勇夫君

○２８回目の結婚記念日を祝っていただき。

舟橋 龍秀君

○いつのまにか古希を迎えることになりました。「少

年老い易く・・・・」を実感しております。先輩方を

家族月間

１２月１７日（金） １２月２４日（金） １２月３１日（金） １月 ７日（金）

例 卓話者：古橋 裕志君 移動例会 クラブフォーラム

会 演 題：「美しい小さな 創立40周年記念行事 定款第6条第一節により 新年を迎えて

予 郵（有）価証券」 「健康都市宣言」塔 休 会

定 除幕式

於名鉄瀬戸線尾張旭駅前



目標にまだ頑張りたいと思いますので、よろしくお願

いいたします。 丹羽 敏行君

○家内の誕生日を祝っていただき。

大嶋一二三君、加藤 勇夫君

唐井 仁一君、桜井 雅博君、山田 直樹君

○12月１日 尾張旭市市制40周年記念式典にて表彰状

をいただきました。諸先輩のご努力のたまものと感謝

いたします。 山田 直樹君

○先週の「健康づくりについて考えよう！」の講演会

では、メンバーの皆様の絶大なるご協力により成功さ

せることができましした。ありがとうございました。

山田 直樹君

○先日の「健康づくりについて」は多くの皆様にご協

力いただきました。本当にありがとうございました。

唐井 仁一君

○11月28日の40周年記念講演会、大変お世話になりま

した。ありがとうございました。 桜井 雅博君

○講演会では皆様ご苦労さまでした。 飯田 幸雄君

○11月28日 40周年記念講演会ご苦労さまでした。

冨田 晃君

○桜井さん、先般はお世話になり、ありがとうござい

ました。 加藤 清久君

○三浦さんのご好意に感謝して。 大野 良之君

○講演会に休みましてすみませんでした。

福岡 健君

○本日は早目に失礼します。 伊豆原浩二君

○本会議中です。お先に失礼します。 森 和実君

第9回理事役員会報告
日時 平成２２年１２月３日（金）13:40～

場所 尾張旭市商工会館 第一会議室

議題１）小学校サッカー大会メダル贈呈の件。

資料通りメダル贈呈を承認。但し三位決定戦に

負けたチームに賞を出してはとの意見があり、こ

の事については委員長一任とした。

２）周年特別会費（内訳）の件。

３万円の内訳をロータリー財団､米山記念奨学

会、40周年に各一万円とする事で承認された。

３）旭野高校、全国ラクビー花園出場記念協力金

の件。

ＯＦＤＹより５万円支出する事で承認された。

４）ＩＭのフオーラムテーマ「わが故郷、わが地

域を語る」の件。

わが郷土の食の名産品出品の件｡

費用３万円以内(クラブ負担)いちじくのスパー

クリングワインを選定した。

５）国際基督教大学 東ｹ崎潔（初代日本人RI会

長）記念ダイアログハウス献金の件。

例会で幹事が紹介する。

６）年末年始の事務局休みの件。

12月29日(水)～１月４日(火)とする事で承認さ

れた。

７）｢ホームレスの健康および自立に向けた社会的

サポート｣を新地区補助金事業とする件。

クラブが直接関わらないため､承認されなかった。

８）その他

・なわとび大会のメダル寄付。

寄付することで承認された。

・市民祭、苗木配布会計報告。

報告書の内容で承認された。

卓 話
「創立４０周年記念式典・祝宴における役割分

担について」

丹羽実行副委員長（式典・交流親睦）
すでに､尾張旭

ロータリークラ

ブ40周年記念事

業が皆様のご協

力ももと着々と

実施されており､

いよいよ記念式

典･祝宴の日が近

づ い て 来 ま し

た。

そこで､当日の役割分担案を作成しましたので、皆

様のご意見を伺いたいと思います。

基本的な方針は､すでに発表されている｢40周年記念

実行委員会構成員｣に基づき､横軸が時間で縦軸が担当

業務となっております。

この表は､さらに皆様の出欠を伺ってから､再度作成

したいと考えておりますので、ご協力のほどよろしく

お願いいたします。

古橋式典担当

節目の記念日

に､式典を担当さ

せていただくの

は身に余る光栄

で､またいろいろ

勉強させていた

だき機会を与え

ていただき大変

感謝しておりま

す。

来る１月22日の頂点を目指し､来賓の方々に失礼の

なきよう細心の注意を払っていく所存です。会員の皆

様方には気苦労をお掛けすると思いますがよろしくご

協力の程お願いいたします。

加藤清久交流担当

40周年記念式典の祝宴を催すにあたって

今般、当クラ

ブ40周年記念式

典は、当クラブ

にとって大切な

｢節目の事業｣と

位置づけていま

す。

また、これまで

実施してきた、

一連の40周年記念事業の最終章がこの宴であると捉え

ています。したがって、親睦活動委員一同、この二つ

の目標を明確にし、静かで落ちつきのある祝宴にした

いと考えています。そして、これを成功させ、さらに、

当クラブが発展する原動力にする所存です。

一所懸命がんばって成功裡に終わりますよう最善の努

力を図りますので、会員の皆さんのご協力をよろしく

お願い致します。



箕輪実行副委員長（事業）
創立40周年記

念事業について

は、既にご案内

通りです。

①自転車盗防止

キャンペーンの

実施については､

10月11月12月の

３回に分けて､印

場駅､尾張旭駅､

三郷駅にて各々100個のチェーン錠を配布しキャンペ

ーンを行います。

②健康づくりについて 講演会とパネルディスカッシ

ョンを名古屋産業大学をお借りして11月28日盛会に催

すことができました。

③今月24日例会に併せて、尾張旭市の「健康都市宣

言」の看板を建て、除幕式を行い、市に寄贈いたしま

す。

④来年1月22日 記念の式典を開催し､市外の関係者を

お招きして行います｡この時に､ロータリー財団、米山

記念奨学に各々30万円寄付します。

以上の事業を計画し、実施いたします。

表彰を受けました

尾張旭市 市制

４０周年で当ク

ラブも表彰をい

ただきました。

RIより賞をいただきました

2009-2010年度

ＲＩ第2760地区

会員増強において

退会防止率達成で地区大会で

表彰されました。

バナー交換しました

11月28日（金）

会員 舟橋 龍秀君が

福岡東南ＲＣでバナー交換を

行いました。

内容は会長あいさつの通りで

す。

塚越 寛氏講演
「健康づくり」について考えよう！
当クラブ創立40周年記念事業および

尾張旭市 市制40周年記念事業

日時 平成２２年１１月２８日(日)13:00～

場所 名古屋産業大学 文化センター

会社、従業員、社会の健康についての話。
尾張旭ＲＣ40周年を記念して講演の依頼を受けまし

た。私は､伊那ＲＣに所属、尾張旭ＲＣと姉妹提携の

関係にあります｡いま､ようやく日本で､私の経営哲学

が認められるようになり､全国行脚に行っています。

今般､11月25日にはトヨタ自動車へ講演にまいりまし

た。世の中､｢精神も含めた健康体になろうね｣の気運

が高まり嬉しいことと思っています。

さて､私は昭和12年に産まれ､17歳で肺結核にかかり、

17－20歳までの３年間､療養生活を､当時は非常に直り

にくい病気であり、隔離病棟で過ごしました。

非常に大切な３年間であった。どうゆうことかとい

うと、｢健康が何にもまして大切｣であると悟ったから

です｡窓から外を見ると､皆さんが歩いている｡病人に

とって本当に羨ましく思えた｡健康の人なら何でもな

い事が､非常に羨ましかった｡このとき、健康って本当

に素晴らしい財産であると確信した。職業がどうとか、

損得がどうか等問題でなく､会社に入社して､懸命に働

いた。健康過ごせることの素晴らしさを噛みしめなが

ら､その折り､自分の上司である社長がある会社の責任

者として私を推薦した｡これが､今の伊那食品工業であ

り､その時21歳でした｡この会社本当に貧乏会社。来て

みてびっくり､全社でモ－タ－３台しかなかった。社

員は17名､そのうち､どうにもならない社員５名を解雇

した｡天にも地にもこのとき限りで､以降52年間で社員

を解雇したことがない､ファミリ－として経営してき

た｡現在､450名の社員を抱える会社であるが､正社員に

登用しようと懸命に努力を図っている｡企業はファミ

リ－であるから｡私は病気を経験し貧乏会社の経営を

担当して、個人や会社が健康な状態とはどんなものか

真剣に考えた。段々会社が体制をなして来るにしたが

って､会社が何の為に存在するのか､誰の為にあるのか

考えた｡その時､タイメイ化学の社長にお会いし、こん

な事を教えられた。会社の目的と手段を間違えるなと｡

利益は手段であり､社員の幸福、社会貢献が目的であ

る。昨今の経済評論家等は､利益中心主義､何が一番大

切か､利益がでれば中国でもよいのか､日本での事業が

大切ではないか｡会社は大きくなることではない。天

井に昇れば､必ず落ちる｡成長はゆっくりで安定成長を



めざす戦略

に変更した｡

私はこの理

念を会社経

営に用い､発

展途上期､社

員の健康づ

くりに ､ ｢長

靴さような

ら運動」を

展 開 し た。

仕事の関係上､水仕事が中心で床等は水浸しであっ

た。健康に良くないと判断したとき、床を水浸しにす

ることが無いようにしようと決心した｡皆で考え､お金

をかけて､長靴を履く仕事の撲滅を図った｡結果、20年

で長靴無しの職場を創ることができた。また､一般企

業にて効率を求める経営であれば､会社の設備をフル

回転させるには、従業員の３交代勤務が必須である｡

しかし､人間は､体内時計を持っており､夜間仕事は健

康に良くないと判断､そこで､夜勤勤務を全廃した。騒

音にも配慮し､粉塵にも対処し､快適を追求し職場環境

の改善に全力をあげた。

一般企業の設備投資の優先順位は、生産財に適用す

るのが当たり前であるが､私は社員の健康中心､働きや

すい環境の整備に力点をおいた｡食堂も､明るい清潔な

ものに切り替えた｡人間はストレスに弱い｡ノルマをか

せる経営はしない｡当社にはノルマという文字がない。

数値目標､利益目標無し､「みんなで良い会社を作ろ

う」､これが会い合言葉である｡努力すれば数字はつい

てくる｡そんな経営が､年商160億円､450名の会社に成

長させた｡だから､当社は社員に報いる為､苦しいとき

から海外研修旅行を実施した｡社員の精神的な楽しみ

を創造したのである｡また､夢を創る、緑で豊かな職場

環境をつくる｡これも､社員の志気を高める重要な要素

である｡現在､本社32000坪。出来る限り木を切らずに

会社を建設した。お客様の要望で､松林の中にレスト

ラン､みやげもの売場等や､健康パビリオンを作った。

また､低カロリー食品の紹介､食物繊維の勉強の場、楽

しみながら学べる仕組みも作った｡さらに､当社は、福

利厚生システムの設備投資を優先し､社宅の充実､車庫

の改築の補助金､生産性の向上､社員の働きやすい職場

環境の醸成を目的とした。利益を生まぬような経営の

ように見えるが、社員が働きやすい環境を創る事によ

り自主的かつ積極的に仕事をするようになり、48年間

増収増益となった結果である。

これが｢末広がりの経営｣、幸せづくりの経営である

と確信する｡現在､日本は､閉塞感にあふれており､暗い､

活力が無い。末広りの哲学が無いからである。

上場企業は利益追求だ､成長志向だと言うから､私が

皮肉を込めて言うには､利益は｢うんち｣ですよと｡必要

なものを使って残ったものが利益であると｡だが､現在

の経営者､評論家等そうは考えていない残念なことで

ある｡私が､この哲学を本に書いたところ、韓国の経営

者が読んで韓国に招待してくれた。非常にきれいな会

社でびっくりした。アボ－レパシフィックやノウシン

の会社である。韓国が伸びている原因が分かったよう

な気がした｡健康な人はバランスが良い｡会社もバラン

スが大切｡売り上げ､取引銀行、仕入れ先等バランスを

とることが肝要である。当社もバランスが取れはじめ、

生産拠点を海外に展開した。モロッコ､チリ､韓国、イ

ンドネシア等作った｡海外赴任は､社員が敬遠するので、

海外の会社は、全員外国人が経営している。

さて､会社経営は自然体､ビジネスで一番大切な事は、

｢ファン｣を創ることである。この会社が好きだと言う

｢ファン｣を作ることです｡25日､トヨタに講演に行って、

経営の話の中で、｢ファン｣を作って下さいと言いまし

た｡また､好きになってもらうには綺麗にすることです。

当社は､８時20分始業です｡しかし７時30分に出社して

掃除をする｡会社が命令しないのに掃除している｡どう

してか？伊那食品全員がファミリ－だと考えているか

らです｡私は頭がさがる｡せめて､国内､海外に旅行を実

施し、自然体で会社が大きくなってゆくように仕組ん

でいます。末広がり成長､年輪のようにやる｡悪い木は

良く伸びる。｢木曽檜｣は300年、直径は60ｃｍしかな

らない｡台風の時､良く伸びたゆりの木が折れた。経営

も急成長すると折れる｡売り上げが伸びなくても､｢会

社が良くなれば伸びたのですよ｣と言っている。

トヨタがクレ－ム事故の時、｢成長を急ぎすぎた｣との

社長談話は良かったと思っている。他の理由を言って

いたらどうか｡騒ぎは収まったであろうか｡急成長は決

して良くないのに､株式業界は急成長を望んでいる。

これはＮＯである。

楽しさも､健康の秘訣｡そういう状態、どうしたら楽し

くなるのか｡意識的に笑顔をつくる｡楽しくなりたいの

なら､仕事のプロになれ｡自分の仕事のプロに。

自分の意思で仕事ができるように。命令されて仕事

をしないように､仕事に詳しくなり､自主的に。そうす

れば､楽しくなる｡詭弁では無い。楽しいことは誉めら

れることであり､親切､感謝､利他の精神､これも大切。

何か他人の為にやろう。

会社も､自分さえ良ければ良いではなく､理不尽なこと

はしない。無理な事はＮＯである。

利他等､結局は､他人の為にすれば全部良くなりファン

作りになる｡ファンは漢字で信者｡横に書けば儲けの文

字。他人の為になせば、信者を作り儲けに繋がること

である。

二宮尊徳も､色々宗教を研究して､「他人の為になり

なさい」、これが幸せにつながる｡人間､自分さえ良け

ればが一番良くない｡みんなの為にやる､実感として味

わえる。

次に､町も村も会社も衛生的にする事が大切｡人類の

進歩は衛生的で綺麗にすることです。かんてんガ－デ

ンも、非常に綺麗になり35万人も来客がありました。

美しい所に人が集まるみんなが来る仕組みを作り、衛

生的な都市にする。

「市民みんなで美しくしよう」の合い言葉。

体を動かすことも気持ちが良い。健康になるために大

切な事で､当社は､朝礼をして､掃除､ラジオ体操をする。

健康都市になるには、市民全体がラジオ体操をする｡

そんな姿は話題になり見学にくる。

夢を描きこれを実行する｡当社は､かんてんパパホ－

ルを作り､文化､芸術にも力を入れている。野村洋子さ

んの細密画教室も作っている。

結論として､経営が時代によって､ぶれないようにす

るには信念を持とう｡健康が大切､末広がりの哲学を持

って経営にあたろう｡現代社会は贅沢病､ゆがんだ社会

で贅沢。運動しない｡結果､そのために寒天が売れてい

るのだ｡夢の世界は､スポ－ツをして多く食べて、健康

になる。スポ－ツが義務化されて健康に。楽しんで健

康に。これからの料理屋さんは、一汗かかせてから、

おいしい食事を食べていただく。 安売りは、物の作

りすぎ。休んで、体を使って、社会に貢献していく。

尾張旭市は健康都市を宣言したのだから、そんな社会

が到来するように頑張ってくださいね。


